
チーム名 

ＭＲＣ 

団体名 

ものつくり大学・ロボコンプロジェクト 

 

＊チーム名の由来 

ものつくり大学の技術がこれからのレスキューの中心になれるようにとの思いを込めて、 

Ｍ（ものつくり）Ｒ（レスキュー）Ｃ（センター）としました。 

 

＊ レスキュー活動上の特徴 

○ロボット全体の動き 

   １．手動ロボットが３台、道の瓦礫を除去しながらダミヤンの救出に向かいます。 

   ２．手動ロボットがレスキュー活動を開始後、自動ロボット２台が「持ち場」へ向かう。 

   ３．手動ロボットはダミヤンを救出し、自動ロボットは搬送をする。 

４．すべてのダミヤンを救助し、レスキュー活動完了。 

 

○ロボットの特徴 

 ◆シンプルにする 

   機構を理解しやすいので、専門知識がなくても操縦、修理法が分かりやすい。 

  ◆小型にする 

活動開始により、手動ロボットがダミヤンの救出に向かいます。途中瓦礫が落ちていた場合は、

乗り越えたり除去して通路を確保しようとします。しかし、これでは遅くなってしまうので、瓦礫

の除去を最小限にし、短時間で通過できるようにしようと考えました。これにより、瓦礫に接触す

るのを最小限に抑えられるので、瓦礫が崩れるなどの二次災害を防ぐことも出来ます。 

 

○救助方法 

  一体ずつ搬送していると、瓦礫の中に埋まっているダミヤンが長い間ダメージを受けてしまうの

で、まず危険地帯から救出することが重要だと考えました。 

そのため、発見したダミヤンを瓦礫の下などの危険地帯から広い場所に移動し、まだダミヤンがい

る可能性のある場所へ救助に向かいます。このときダミヤンは搬送されずに一時避難という形をとり

ます。 

 

○搬送は自動ロボットが行う 

「持ち場」と呼ばれる場所を作戦会議で決定し、自動ロボットを向かわせます。そして、救出され

たダミヤンを手動ロボットから受け取るまで待機させ、ダミヤンを確認後搬送します。 

多様に変化する状況なのかでも、搬送をできるよう各種センサーを用いて対応します。 

 

＊チームの紹介 

  メンバーは１年生が中心となっています。まだロボットを製作したことがなく、今回のレスキューコ

ンテストが初になります。 

１年生だけでは技術不足なので、ＮＨＫロボコン出場経験のある先輩方に教わりながら勉強し、自主

的に技術開発をしています。 
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チーム名 

ＭＲＣ 

団体名 

ものつくり大学・ロボコンプロジェクト 

ロボットの構成 第 

１ 

号機 

ロボット名（フリガナ） 

ＭＲＣ１号（エムアールシーイチゴウ） 移動 

  １ 台

基地 

    台 

受動 

    台

＊このロボットの重要なアイデア [競技会では必ず実現する必要があります]（箇条書きで三つ程度） 

・重量配分を考え部品配置し、小さく安定性が高いロボットにする。 

 

・シンプルな構造でダミヤンの救出、瓦礫の除去に対応できるハンド。 

 

・外板のすぐ下に電子部品を配置し、メンテナンス性を高める。 

 

＊ロボットの概要（絵などを使い，わかりやすく書いてください） 

  ○ハンドの機能 

ハンドはカタカナの「フ」の形状をしているので、開いても横幅が変わりません。 

瓦礫除去時にはきつく挟み込み、ダミヤン救出時には横腹と背中をやさしく挟み込むことが出来

ます。（図１、図２、図３参照） 

 ○ダミヤン救出後について 

  横腹と背中を挟み込んだ後、上体を持ち上げ楽な姿勢にする（図４参照） 

 

 

 

 

 

 図１.ハンドの動き  図２.瓦礫除去  図３.ダミヤン救出（頭から、横から） 図４.状態を起こす

 

 

ヘリテレにロボットがいることを知らせる ターンテーブルのように 

 左右に動くアーム 

 

 

緊急停止スイッチ 

 

 

 

 

 モーターを軸と垂直にして 

 足回りを小さくする 

カメラを内部に収納する 
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チーム名 

ＭＲＣ 

団体名 

ものつくり大学・ロボコンプロジェクト 

ロボットの構成 第 

２ 

号機 

ロボット名（フリガナ） 

ＭＲＣ２号（エムアールシーニゴウ） 移動 

  １ 台

基地 

    台 

受動 

    台

＊このロボットの重要なアイデア [競技会では必ず実現する必要があります]（箇条書きで三つ程度） 

・重量配分を考え部品配置し、小さく安定性が高いロボットにする。 

 

・シンプルな構造でダミヤンの救出、瓦礫の除去に対応できるハンド。 

 

・外板のすぐ下に電子部品を配置し、メンテナンス性を高める。 

 

＊ロボットの概要（絵などを使い，わかりやすく書いてください） 

 

 第１号機と同じ 
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チーム名 

ＭＲＣ 

団体名 

ものつくり大学・ロボコンプロジェクト 

ロボットの構成 第 

３ 

号機 

ロボット名（フリガナ） 

ＭＲＣ３号（エムアールシーサンゴウ） 移動 

  １ 台

基地 

    台 

受動 

    台

＊このロボットの重要なアイデア [競技会では必ず実現する必要があります]（箇条書きで三つ程度） 

・重量配分を考え部品配置し、小さく安定性が高いロボットにする。 

 

・シンプルな構造でダミヤンの救出、瓦礫の除去に対応できるハンド。 

 

・外板のすぐ下に電子部品を配置し、メンテナンス性を高める。 

 

＊ロボットの概要（絵などを使い，わかりやすく書いてください） 

 

 第１号機と同じ 
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チーム名 

ＭＲＣ 

団体名 

ものつくり大学・ロボコンプロジェクト 

ロボットの構成 第 

４ 

号機 

ロボット名（フリガナ） 

ＭＲＣ４号（エムアールシーヨンゴウ） 移動 

  １ 台

基地 

    台 

受動 

    台

＊このロボットの重要なアイデア [競技会では必ず実現する必要があります]（箇条書きで三つ程度） 

・各種センサー（ラインセンサー、ロータリーエンコーダ、ＰＳＤ）を用いて搬送する。 

 

・急停止、急発進はしない。前に障害物があった場合は一時停止する。 

 

・相手ロボットとすれ違うため、片側に寄ることが出来る。 

 

・ロボットは「持ち場」に向かって発進する。なお、現場の状況により「持ち場」の変更が可能。 

 

＊ロボットの概要（絵などを使い，わかりやすく書いてください） 

 ○自動ロボットの各種センサー 

◆ラインセンサー 

主に白線を用いてライントレースの制御方式を行う。 

◆ロータリーエンコーダ、ＰＳＤ（距離センサー） 

ラインが途中で切れている可能性があるため、各種センサーを併用し信頼性を高める。また、

前方にもＰＳＤを配置し、万が一障害物があった場合は一時停止し衝突を防ぐことが出来る。 

 

 ○ダミヤン保持上の配慮 

走行中ダミヤンを落とさないよう、フェンスを設ける。クッションを敷いてロボットからの振動を

抑えるなどの対策を講じる。 

 

 ダミヤンを走行中に落とさないためのフェンス       対角線上に緑スイッチを付けることに 

                            より前後左右どこからでも搬送を開始す

ることが出来る。 

 

         緊急停止スイッチ 

 

 

 

 

 

前後関係なく走る 

ので、来た道をそ 

のまま戻ることが 

出来る。 
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チーム名 

ＭＲＣ 

団体名 

ものつくり大学・ロボコンプロジェクト 

ロボットの構成 第 

５ 

号機 

ロボット名（フリガナ） 

ＭＲＣ５号（エムアールシーゴゴウ） 移動 

  １ 台

基地 

    台 

受動 

    台

＊このロボットの重要なアイデア [競技会では必ず実現する必要があります]（箇条書きで三つ程度） 

・各種センサー（ラインセンサー、ロータリーエンコーダ、ＰＳＤ）を用いて、確実に搬送する。 

 

・急停止、急発進はしない。前に障害物があった場合は一時停止する。 

 

・相手ロボットとすれ違うため、片側に寄ることが出来る。 

 

・ロボットは「持ち場」に向かって発進する。なお、現場の状況により「持ち場」の変更が可能。 

 

＊ロボットの概要（絵などを使い，わかりやすく書いてください） 

 

 第４号機と同じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロボットアイデア用紙                             ページ ７／７ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




